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+荊71Eg日本敗琵芋虫.1971年光来
持 す
比較的軌 ､日に.ケー57内のニホyザJt,を捕坪するた
めに追いまわすと,時にサルの体温が40℃ 以上に上昇
し,死亡することがおころ｡この現象はニホンザルの体
温調節横柄によるものと考えられるが,ニホyザルの生
理学的な研究は少なく,熱放散の均鰍 こついては報告さ
れていない｡このことの解明の手がかりとして,ニホン
ザルを異常な布温環境に喝許し,生和的な反応を観黙し
た｡
方 法
1)実験動物
体重6.4-12kgの比3軌 雌1頭のニホyザルを使用
した｡正確な年令は不明であるが,いずれも adultに
遠している｡飼料は1頭あたり狩用聞塾飼料を1日1回
150g,甘絹を濁2回それぞれ50gずつ給餌した｡飼育
条件は温度25j=3●C,湿度60土10%,6時点位,18時消
燈の人工明暗環境のもとで.1頂を1個の個虫ケ～57,
または教頭で1処田をつくっているグループヶー･)で飼
育されていた｡飲水は, 1頭あたり個宝ケー･Jの場合
は, 1日1回約500ccの給水瓶を朝一はいにm･して与
え,グJt'-7'ヶー57の場合は自由にとらせた｡実験当日
は,飼料は与えず,水のみ与えた｡
2)直腸温,皮膚温の汎定
直腸温は,サ-ミスターを直腸内約10cmの深さに挿
入し,連続自動記録を行った｡皮盾弧は,脱毛剤で局部
的に除毛した後,サーミスターを乳 的,背,上腕,平
準,大腿,下腿,足既の8ヶ所に粘りつけ,1分在の自
動記録を行った｡
3)呼吸数,心拍数の測定
呼吸数の測定には,ゴムチューブの内腔に硫酸銅将校
を満して胸部に蓉きつけ,呼吸によるゴムチューブの両
端の抵抗値の変化を.7'1)ッジ回路を介して連続的に記
録した｡
心拍数は,10分毎に記録した心電図か仁.数えた｡
4)体表面積の測定
実験終了後'直ちにサルの全身の宅を刈り取り,7'?
スティックチーフ●で,すき間なく覆った｡この硬いのチ
ープを小片にカットし,トt,-ジンクーペー/I-に写しと
り,盃丑を測ることから,体表面積を攻めた｡あらかじ
め表面税のわかっているものでデスT･した結果,この方
法による誤射 土6.2%以内である.
5)実験の突放
サルを prlmatechalrに固定し,24-26'Cの中性
温域で約1時間にわたり,上記の生理的反応を記紀し
て.この他を対照伯とした｡その後.温度45●C,湿度33
-40%に申開された簡易型人工先供畠内に唄㍍し.サル
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